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研究課題名 解毒・排出器官としての消化管 食品因子によるその制御機構の分子基盤解析－

研究の概要等 消化管の機能としては、これまで主に吸収機能が注目されてきた。しかし消化管

は有害な物質の侵入を抑制するバリアーとしても極めて重要である。本研究では、

腸管上皮の異物排出に関わるトランスポーターや異物代謝に関わる解毒酵素に着目

し、それらが様々な食品起源の代謝機能調節因子によってどのように調節されてい

るのかを分子レベルで解析することを目的とする。すなわち、疎水性生体異物の排

出に関わる トランスポーター類の活性を遺伝子レベルで調節する作用を持つABC

食品因子を探索し、その特性を明らかにする。また、生活習慣病予防因子として有

望視されているグルタチオン トランスフェラーゼなどの解毒酵素を誘導する食品-S-

因子の探索を腸管上皮あるいは肝細胞の実験系を用いて行うとともに、その誘導機

構を分子生物学的視点から解析する。細胞保護作用を示すプロスタグランジンなど

の炎症関連分子についても、これらの分子の挙動が食品因子によってどのような調

節作用を受けるのかも明らかにする。本研究を通して、環境物質等による汚染が問

題になっている現代の食を｢より安全な食として設計しなおす｣ための新しい指針を

提供したい。
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